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平成27年度 富山県男女共同参画社会に関する意識調査結果の概要について
【調査概要】
（１）調査対象　　県内全域の満20歳以上の男女各600人 (計1,200人)　
（２）調査期間　　平成27年10月27日～11月24日

（３）調査方法　　調査員による留置調査
（４）回 収 率　　83.3%（男性488人、女性512人  計1,000人）
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【調査結果】
１　男女の地位の平等感
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・「男性の方が優遇されている」と答えた人の割合は、「社会通念・慣習・しきたりなど」(70.3%)、が最も高く、次いで「政治」(66.9%)、「職場」(49.5%)、「家庭」(48.4％)の順となっている。
・「学校教育」では「平等」と感じている人の割合は、60.3％となっている。

〔結婚・家庭に関する意識〕

２「夫は外で働き、妻は家庭を守るべきである」という考え方 
・「賛成」(25.7％)、「反対」(58.6％)と、「反対」が「賛成」を３２.９ポイント上回った。

・男性の「反対」が初めて５割を超えた。
３　家庭における家事等の役割分担の状況 
・家事等の役割分担は「夫婦〔同じ程度〕」が、家事(11.7％)、育児(16.6％)、介護(26.5％)といずれも前回調査(H21)より増加しているが、家事・育児の約８割は依然として妻が主に担っている。
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〔就　業〕
４　女性の望ましい働き方と実際の働き方
　＜理想＞
・「子どもができても、ずっと職業を続ける」(44.8％)が最も多く、次いで「子どもができたら職業をやめ、大きくなったら再び職業を持つ」(38.3％)となっている。
　＜現実＞

・実際の働き方は、前回調査(H21)同様、「子どもができてもずっと職業を続ける（続けた）」(37.6％)が最も多くなっており、女性の20歳代から30歳代では５割を超えている。
５　女性の管理的部門や指導的地位への登用が少ない理由 （複数回答）
・「男性中心の職場慣行があるから」(46.0％)が最も多く、次いで「登用する側に男性優先の意識や女性管理職に対する不安感があるから」(41.4％)、「女性自身が管理的部門等につくことに消極的だから」(24.0％)となっている。
６　昇進に対するイメージ （複数回答）

・「責任が重くなる」（71.0％）が最も多く、次いで「能力が認められた結果である」（57.1％）、「賃金が上がる」（42.5％）となっている。
・男女別にみると、女性は「仕事と家庭の両立が困難になる」（49.0％）が男性（18.9％）に比べて３０.１ポイント上回っており、女性の30歳代から40歳代では５割を超えている。
７　女性の長期間の就労を困難にしたり、障害になると考えられること （複数回答）
・「出産・育児」(78.1％)が最も多く、次いで「お年寄りや病人の世話」(45.7％)、「長く働き続けられるような職場の条件・制度が不十分」(43.2％)となっている。

８　女性が働き続けるために、家庭・社会・職場において必要なこと（複数回答） 

・「保育所や学童クラブなどの環境の整備」（74.5％）が最も多く、次いで「職場における育児・介護との両立支援制度の充実」（50.1％）、「男性の家事参加への理解・意識改革」(46.1％)となっている。
・女性の20歳代から50歳代では、「男性の家事参加への理解・意識改革」と答えた人が５割を超えている。


	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	


〔政策方針決定・女性の活躍推進〕
９　女性の活躍が進んだ時の社会・組織等の姿（複数回答）
・「男女問わず優秀な人材が活躍できる」（60.3％）が最も多く、次いで「多様な視点が加わることにより新たな価値や商品・サービスが創造される」（52.6％）、「女性の声が反映されやすくなる」（52.2％）となっている。
・女性は「男女問わず仕事と家庭の両方を優先しやすい社会になる」が46.9％と、男性（33.8％）に比べて13.1ポイント多くなっている。
１０　女性の活躍を進めるに際しての障害（複数回答）

・「保育・介護などにおける夫などの家族の支援が不十分」（42.9％）が最も多く、次いで「保育・介護などの公的サービスが不十分」（41.1％）、「長時間労働の改善が不十分」（35.2％）となっている。

・女性は「保育・介護などにおける夫などの家族の支援が不十分」、「保育などの公的サービスが不十分」、「男性や顧客が女性リーダーを希望しない」がいずれも４割を超えている。
〔仕事と生活の調和（男性の働き方の見直し）〕
１１　「仕事」、｢家庭生活｣、「地域・個人生活」の関わり方 
　＜希望＞
・男女ともに「「仕事」と「家庭生活」をともに優先」したい人の割合は前回調査(H21)に比べ増加した。

＜現実＞
・男女ともに「仕事を優先」が最も多くなっている。（男性39.1％、女性22.9％）
１２　男性が家事・育児を行うことについてのイメージ（複数回答）

・「子どもにいい影響を与える」（55.5％）が最も多く、次いで「男性も家事・育児を行うことは、当然である」（51.4％）、「仕事と両立させることは、現実として難しい」（39.4％）となっている。
・「男性も家事・育児を行うことは、当然である」は男女ともに５割を超えている。

	子どもにいい影響を与える、
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＜防　災＞
１３　災害が起きたとき、避難所に必要なこと（複数回答）
　・「プライバシーを確保するための間仕切り」（71.8％）が最も多く、次いで「男女別の更衣室」（70.7％）、「安全で行きやすい場所の男女別トイレ」（69.2％）となっている。
別　紙
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職場における育児・介護との両立支援制度の充実





保育所や学童クラブなど、子どもを預けられる環境の整備





男性の家事参加への理解・意識改革
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男女双方の長時間労働の改善を含めた働き方改革
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育児や介護による仕事への制約を理由とした昇進などへの不利益な取扱いの禁止
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男性も家事・育児を行うことは当然である
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